
 

 

 

 

 

 

  
「八王子市 命の大切さを共に考える日」（７月１日（月））の取組                       校長  北川 大樹 

八王子市立小・中・義務教育学校では、毎年度この時期に「八王子市 命の大切さを共に考える日」を設定し、

校長による講話、命の大切さを共に考える道徳科の授業などを通して、児童・生徒が「命の大切さ」について学

ぶことになっています。この取組は平成３１年度から始まりましたので、今年度で６年目になりました。７月１日（月）

の全校朝会での講話の一部をご紹介します。 

この取組の背景には、平成３０年８月、市立中学校において、いじめにより、かけがえのない一人の子ども

の命が失われたということがあります。この出来事を私たちが「忘れずに受け継ぎ、学び、そして活かす」とい

う意味があります。そのため、この出来事について振り返ります。 

この子は、家族旅行のために部活動を休んだことから、他の生徒に非難されました。そのことをきっかけに

して不登校になり、そして転校することとなりました。しかし、転校して５ヵ月後、自らの命を絶ちました。 

今日、私が四中のみんなと命の大切さを共に考えるために、伝えたいことは次の２点です。 

第１は、失った命に関わった全ての人の「悲しみ」です。八王子市の教師の一人である私にとって、「もっと

何かしてやれることがなかったか、あったはずだ」という後悔と痛恨の極み、そして「悲しみ」を今でも抱えて

います。私は、教育委員会の事務局の一員として、この出来事から学び、再発防止に向けて今後どのような

取組が必要かを検討し、実行する役割を担当していました。一例を挙げると、令和４年度以降、全国でおそら

く八王子市立学校だけが、週の授業時数が標準的な２９コマでなく、１コマ少ない２８コマに変更となっていま

す。当時、たくさんの方々から「学力が低下したらどう責任を取るつもりなのか？」など、厳しく批判されまし

た。１コマ減らしてでも、先生たちの「いじめ対応の時間（記録・共有・対応検討）」を安定して確保する必要

があったのです。私も「悲しみ」をエネルギーにして、粘り強く取り組みました。現在は当たり前のこととして、

かなり定着していると言えそうです。「悲しみ」ということでは、到底比べることはできませんが、亡くなった生

徒の保護者である遺族とお会いする機会もありました。昨年度、教育委員会の事務局を代表して遺族とお会

いし、この間の教育委員会と市立学校の取組について報告と説明をしました。遺族は６年を経過した今でも、

なんら変わらない深い「悲しみ」を抱いていることが伝わってきました。失われた命に関わった全ての人の「悲

しみ」が消えることはないのだろうと思います。なお、この「命の大切さを共に考える日」の取組も、遺族の「第

２、第３の我が子のような子を出さないように」という「悲しみの連鎖を止めてほしい」という願いから始まって

います。 

第２は、「いじめを許さない」ということです。別の言い方をすると、人間として「他人をいじめるなんてかっこ

悪いよね」という雰囲気をつくりましょうということです。みんなでよりよく生活するために、どのように工夫する

か？基本的には、人間は生き抜くための知恵の一つとして、他者と助け合うものです。とは言っても、自分の言

動や行為に対して相手がどのように受け止め、感じているかは正確には分かりません。たくさんの人が、いろ

いろな関わりをもちながら生活していたら、「いやな思いをすることがある」ものです。だから、そんな時「誰か

に相談したり、助けを求めたりすることは、少しも恥ずかしいことではない」ということを、みんなに改めて伝え

たいです。 

失った命に対する「悲しみ」が、いつまでもこうして消えないのは、「失われた命が他にかえられない、唯一

無二、絶対的に大切な存在」だからです。そしてそれは、あなたの命も同じです。 
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７組宿泊学習（高尾わくわくビレッジ）

６月１７日（月）、１８日（火）に７組宿泊学習を実施しました。 今年度は、高尾わくわくビレッジに宿泊しました。

１日目、高尾山を登山しました。周りとペースを合わせて登るなど、協力しながら登山をすることで、より達成感

を得ることができました。その後、わくわくビレッジに到着し、飯盒炊さんを行いました。薪割り、火起こしから始め、

上手にカレーを作ることができました。

２日目の午前は、集団作りプログラムとして、講師をお招きし「プ

ロジェクトアドベンチャー」を実施しました。仲間とともに、協力しなが

ら課題を解決することで、コミュニケーションを図ることの大切さを

学びました。また、午後は伝統工芸の染め物の講師をお招きし、体

験を通して、それぞれオリジナルの手ぬぐいを作成しました。

学校を離れ、普段とは異なる環境での生活を通して、たくさんの

「できた！」を体験することができました。



第３回　学校運営協議会

八王子スポーツクラブでの水泳指導

６月１２日（水）に第３回学校運営協議会を開催しました。

今回の協議会では、学校いじめ対策委員会の活動報告や別室指導

の活用状況報告、学校運営協議会の教育活動への支援についての報

告がありました。学校運営協議会の皆様には、花ボランティアや自習教

室の見守りなど、たくさんの支援をしていただいています。今年度からの

取組である定期考査一週間前自習教室には、３日間で延べ７５人の生

徒が参加しました。

また、部活動改革についての協議を行いました。どの部活を特色ある

部活動とするか、学校開放で活動している団体に生徒の受け入れの可

能性があるかなど、たくさんの意見をいただきました。部活動改革へ向

け、これからも協議を進めていきます。

６月１７日（月）から八王子スポーツクラブでの水泳授業が始まりました。

１学期は、３年生全員が月曜日の３、４校時に、八王子スポーツクラブへ赴き、水泳の学習を行い

ます。

第１回目の授業では、３つのグループに分かれ、水慣れから泳ぎの基本となるストリームラインの

確認をしました。最後は、各々の目標に即してクロールや平泳ぎ、バタフライなどの泳法で繰り返し

２５ｍを泳ぎました。設備の整ったプールに、みな楽しそうに泳いでいました。

授業は、保健体育科の教員に加え、八王子スポーツクラブのインストラクター２名に協力をいただ

き、合計３名で指導を行っています。また、安全管理の関係ために、地域の方に往復の引率とプール

での見守りをお願いしています。地域の方の協力を得ながら、令和８年度までこの体制で進めて行く

予定です。

１年生や２年生、７組は２学期に水泳授業を行います。



二小、五小、四中合同夏祭り

青少対クリーン作戦

1 月 17 水

2 火 18 木

3 水 19 金

4 木 20 土

5 金 21 日

6 土 22 月

7 日 23 火

8 月 24 水

9 火 25 木

10 水 26 金

11 木 27 土

12 金 28 日

13 土 29 月

14 日 30 火

15 月 31 水

16 火

学校公開　学校説明会 三者面談始

終業式

避難訓練 夏季休業日始

７月の予定
全校朝会　安全教育　　自習教室

民生児童委員との情報交換会 学期末清掃

生徒会朝会

保護者会（３年、７組） 三者面談終

保護者会（１年、２年）

青少対クリーン作戦

夏季休業中の８月２４日（土）に、ＰＴＡ主催の夏祭りを

開催します。

令和７年度からの小中一貫校、令和９年度からの義務教育

学校開校へ向け、この地域の小学校・中学校が一体となった

取組が出来ないかということで、二小、四中ＰＴＡが企画し、

五小ＰＴＡは協賛という体制で、３校のPTAが合同で夏祭り

を開催することになりました。夏休みの終わりに、地域が一

体となった思い出に残る行事にできたらと思います。

中学生は、お祭りに参加するだけでなく、ボランティアス

タッフとして活躍する予定です。前日の準備から、当日のお

手伝いをお願いします。皆さんでお祭りを盛大に盛り上げて

いきましょう。

青少年対策第四地区委員会の取組として、７月１３日

（土）にクリーン活動を開催します。午前９時３０分に四中

に集まり、地域を回りながらゴミ拾いを行う活動です。日頃

お世話になっている地域へ、感謝の気持ちをもちながら参加

できると良いと思います。

皆で参加し、地域の方とコミュニケーションをとりながら

楽しくゴミ拾いを行いましょう。

八王子市 命の大切さを共に考える日
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